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●沖縄自動車道の交通量が６年間で１.３倍に
●ゆいレールの開業により周辺道路の交通量が減少
〔平成17年度道路交通センサス一般交通量調査結果について〕

・沖縄総合事務局、沖縄県及び西日本高速道路株式会社において、平成17年9月から11
月にかけて一般交通量調査を実施しましたので、前回調査時（平成11年度）から今回調
査時までに実施された道路整備等による交通の変化を報告します。

【調査結果の概要】

（１）交通量について
・沖縄県内で交通量の多い地点は、一般国道58号の浦添市牧港一丁目で57,890台/12hで
あり、九州を含めた一般道路（高速自動車国道、都市高速道路を除く）で比較しても、
第１位の交通量となっている （１位、２位、３位が沖縄県、４位が長崎県）。
・平均交通量は10,400台/24hで、全国平均8,041台/24hの1.29倍。
・沖縄自働車道の交通量が平成11年度に比べ1.30倍に増加。

（２）混雑時旅行速度について
・一般国道（直轄 、主要地方道、及び一般県道の混雑時旅行速度は平成11年度に比べ）
低下 （混雑時：7:00～9:00、17:00～19:00）。

（３）道路整備等による交通量の変化
・沖縄自動車道における料金割引制度の実施や那覇空港自動車道の整備により、各区間
断面において沖縄自動車道の交通量が増加（那覇IC～西原JCT間を除く 。）
・一方で、平行する一般国道330号で交通量が減少していることから、交通の転換が図
られたものと考えられる。

、 、 （ ）・ゆいレールの整備によって 那覇市周辺部 特に国道330号や県道39号線 国際通り
の交通量は減少しており、自動車からゆいレールへの転換がおおむね図られたものと考
えられる。
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沖縄県内で最も交通量の多い地点は、一般国道５８号の浦添市牧港一丁目で５沖縄県内で最も交通量の多い地点は、一般国道５８号の浦添市牧港一丁目で５

７７,,８９０台／１２ｈであり、九州を含めた一般道路の中でも８９０台／１２ｈであり、九州を含めた一般道路の中でも第１位第１位の交通量であるの交通量である。。

（１）交通量について
　１）平日交通量の上位10地点

①沖縄自動車道で最も平日交通量の多い区間は、西原ＩＣ～北中城ＩＣで32,714台/12ｈ
（平成１１年度は24,645 台/12ｈ）。（表１－１）
②一般道路で最も平日交通量の多い地点は、一般国道58号の浦添市牧港一丁目で
57,890台/12h（平成１１年度は浦添市字勢理客の59,607台/12h）。（表１－２）
③九州を含めた一般道路（高速自動車国道、都市高速道路を除く）で比較しても、国道５８
号の浦添市牧港一丁目は第１位の平日１２時間交通量となっている。

表１－１　平日12時間交通量上位10地点（沖縄自動車道）

表１－２　平日12時間交通量上位10地点（一般道路）

順位 交通量 路　線　名 観　測　地　点　名 車線数 H11交通量
（台／12h） （台／12h）

1 32,714 沖縄自動車道 　　　　西原ＩＣ～北中城ＩＣ間 4 24,645
2 29,905 沖縄自動車道 　　　　北中城ＩＣ～沖縄南ＩＣ間 4 22,794
3 24,718 沖縄自動車道 　　　　西原ＪＣＴ～西原ＩＣ間 4 12,759
4 22,689 沖縄自動車道 　　　　沖縄南ＩＣ～沖縄北ＩＣ間 4 17,105
5 17,417 沖縄自動車道 　　　　沖縄北ＩＣ～石川ＩＣ間 4 14,075
6 16,643 沖縄自動車道 　　　　石川ＩＣ～屋嘉ＩＣ間 4 13,451
7 15,011 沖縄自動車道 　　　　屋嘉ＩＣ～金武ＩＣ間 4 11,756
8 13,355 沖縄自動車道 　　　　金武ＩＣ～宜野座ＩＣ間 4 9,837
9 11,823 沖縄自動車道 　　　　宜野座ＩＣ～許田ＩＣ間 4 8,737
10 10,690 沖縄自動車道 　　　　那覇ＩＣ～西原ＪＣＴ間 4 12,759

順位 交通量 路　線　名 観　測　地　点　名 車線数 H11交通量
（台／12h） （台／12h）

1 57,890 一般国道５８号 　　　浦添市牧港一丁目 6 58,215
2 56,988 一般国道５８号 　　　浦添市字勢理客 6 59,607
3 55,542 一般国道３３０号 　　浦添市字沢岻 4 50,130
4 54,751 一般国道５８号 　　　那覇市旭町 6 58,693
5 52,724 一般国道５８号 　　　宜野湾市字伊佐 6 52,506
6 50,918 一般国道３３１号 　　那覇市字垣花 7 53,059
7 50,659 一般国道３３０号 　　浦添市字西原 4 45,452
8 50,101 一般国道５８号 　　　中頭郡北谷町字桑江 6 51,403
9 49,157 一般国道５８号 　　　宜野湾市字真志喜 6 48,528
10 48,459 一般国道５８号 　　　那覇市久茂地２丁目 6 47,040
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沖縄県内で最も交通量の多い地点は、一般国道５８号の那覇市旭町で４６沖縄県内で最も交通量の多い地点は、一般国道５８号の那覇市旭町で４６,,８８０８８０

台／１２ｈであり、九州を含めた一般道路の中でも台／１２ｈであり、九州を含めた一般道路の中でも第４位第４位の交通量であるの交通量である。。

（１）交通量について
　２）休日交通量の上位10地点

①沖縄自動車道で最も休日交通量が多い区間は、西原ＩＣ～北中城ＩＣ間で26,809台/12h
（平成１１年度は17,206台/12h）。 （表１－３）
②一般道路で最も休日交通量が多い地点は、一般国道58号の那覇市旭町で46,880台
/12h。（平成１１年度は43,566台/12h）。 （表１－４）
③九州を含めた一般道路（高速自動車国道、都市高速道路を除く）で比較しても、国道５８
号の那覇市旭町は第４位の休日１２時間交通量となっている。

表１－３　休日12時間交通量上位10地点（沖縄自動車道）

表１－４　休日12時間交通量上位10地点（一般道路）

順位 交通量 路　線　名 観　測　地　点　名 車線数 H11交通量
（台／12h） （台／12h）

1 26,809 沖縄自動車道 　　　　西原ＩＣ～北中城ＩＣ間 4 17,206
2 24,738 沖縄自動車道 　　　　北中城ＩＣ～沖縄南ＩＣ間 4 16,602
3 21,071 沖縄自動車道 　　　　沖縄南ＩＣ～沖縄北ＩＣ間 4 14,149
4 20,018 沖縄自動車道 　　　　西原ＪＣＴ～西原ＩＣ間 4 9,338
5 18,298 沖縄自動車道 　　　　沖縄北ＩＣ～石川ＩＣ間 4 13,119
6 17,155 沖縄自動車道 　　　　石川ＩＣ～屋嘉ＩＣ間 4 12,425
7 15,168 沖縄自動車道 　　　　屋嘉ＩＣ～金武ＩＣ間 4 10,761
8 14,182 沖縄自動車道 　　　　金武ＩＣ～宜野座ＩＣ間 4 9,825
9 12,847 沖縄自動車道 　　　　宜野座ＩＣ～許田ＩＣ間 4 9,007
10 9,395 沖縄自動車道 　　　　那覇ＩＣ～西原ＪＣＴ間 4 9,338

順位 交通量 路　線　名 観　測　地　点　名 車線数 H11交通量
（台／12h） （台／12h）

1 46,880 一般国道５８号 　　　那覇市旭町 6 43,566
2 46,185 一般国道５８号 　　　浦添市牧港一丁目 6 42,602
3 45,929 一般国道３３１号 　　那覇市字垣花 7 42,704
4 44,996 一般国道５８号 　　　浦添市字勢理客 6 39,952
5 44,269 一般国道５８号 　　　宜野湾市字伊佐 6 43,241
6 43,793 一般国道５８号 　　　中頭郡北谷町字桑江 6 41,993
7 41,875 一般国道５８号 　　　那覇市字天久 6 40,273
8 40,965 一般国道５８号 　　　宜野湾市字真志喜 6 40,282
9 40,669 一般国道３３０号 　　浦添市字沢岻 4 36,463
10 40,596 一般国道５８号 　　　那覇市久茂地２丁目 6 38,288
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（１）交通量について
　３）平均交通量の推移

①平成１７年度の平均交通量は10,400台/24hと、全国平均8,041台/24hの1.29倍。
②平成１１年度からの伸び率は0.2％で、全国平均同様に横ばい。
③車種別の交通量は乗用車類76.3％で全国平均65.2％に比べ高い割合。
　（以上、図１－１）

図１－１　平均交通量の推移
注）平均交通量：調査単位区間ごとの交通量を加重平均したもので、走行台キロを総延長で除したものである。
　　　自動車走行台キロ：自動車走行距離の総和であり、調査単位区間延長にその調査単位区間の交通量を乗じて加算したものである。
　　　乗用車類：乗用車、バス
　　　貨物車類：小型貨物車、普通貨物車

（）内は構成比
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沖縄自動車道の交通量が平成１１年度に比べ１．３０倍に増加。沖縄自動車道の交通量が平成１１年度に比べ１．３０倍に増加。

（１）交通量について
　４）道路種別別平均交通量の推移

①沖縄自動車道については、平成１１年度では18,308台/24hであったのが、平成１７年度
では23,802台/24hと1.30倍に増加。一般国道（直轄）を上回った。
②一般道路の平均交通量は、平成１１年度で10,066台/24hであったのが、平成17年度で
は9,905台/24hと0.98倍と減少。（以上、図１－２）

図１－２ 道路種別別平均交通量の推移

注）一般道路計：一般国道、主要地方道及び一般県道である
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（２）混雑時旅行速度について
　１）道路種別別混雑時旅行速度の推移

図４－１　道路種別別混雑時旅行速度の
推移（平日）

一般国道（直轄）、主要地方道、及び一般県道の混雑時旅行速度は平成１１年度一般国道（直轄）、主要地方道、及び一般県道の混雑時旅行速度は平成１１年度

に比べ低下。に比べ低下。

①平日の混雑時旅行速度は、高速自動車国道及び一般国道（その他）において、平成１１年
度から上昇。（図４－１）
②平日のＤＩＤの混雑時旅行速度は、一般国道（直轄）において、依然として低下。（図４－２）

注）混雑時：7:00～9:00、17:00～19:00。

図４－２ 道路種別別混雑時旅行速度の
推移（平日・ＤＩＤ）
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２）混雑時旅行速度について
　２）サービス水準の低い道路のシュアの推移

図４－３ 混雑時旅行速度のサービス水準の低い道路のシェアの推移

混雑時旅行速度が混雑時旅行速度が２０２０km/hkm/h未満のサービス水準の低い道路の割合は、一般国道、未満のサービス水準の低い道路の割合は、一般国道、

地方道ともに平成１１年度に比べて増加。地方道ともに平成１１年度に比べて増加。

③一般国道(ＤＩＤ内)での混雑時旅行速度が20km/h未満というサービス水準の低い道路の
割合は、平成１１年度に34.0％であったが、平成１７年度には52.7％と増加している。（図
４－３）

注）地方道：主要地方道及び一般県道である

83.3

147.6 総延長

旅行速度20km/h
未満の延長

旅行速度20km/h
未満の延長比56.4%

地方道（ＤＩＤ）

83.3
64.662.058.6

147.6

95.7 98.8

111.7

56.4%
62.8%61.2% 57.8%

0

20

40

60

80

100

120

140

H６ Ｈ９ Ｈ11 Ｈ17

(km)

一般国道（ＤＩＤ）

56.3

33.8
30.3

38.8

11.66.06.46.4

44.7

27.8
23.9

32.4

74.4

82.9

90.0
95.2

16.8
11.1 9.3 11.6

91.2
94.0

99.3

106.8

0

20

40

60

80

100

120

H６ H９ H11 H17 H６ H９ H11 H17 H６ H９ H11 H17

(km)

一般国道(直轄） 一般国道(その他) 一般国道計

28.8% 30.9%
64.5%57.7%

34.0%32.2%
43.5%

38.1%

42.5%
47.0%

100.0%

52.7%



7

18308

23802

0

5000

10000

15000

20000

25000

30000

H11 H17

（
台
/2
4h
）

（３）道路整備等による交通量の変化
　１）那覇空港自動車道の供用①

図５－１　沖縄自動車道の交通量の変化

沖縄自動車道の平均交通量の推移

沖縄自動車道

那覇空港自動車道　
　南風原道路：平成１２年６月供用
　豊見城東道路：平成１５年４月暫定供用
高速道路の料金割引： 平成１１年７月～

①那覇空港自動車道（南風原道路、豊見城東道路）の供用、料金割引により沖縄自動車道
全体の交通量が１．３倍に増加。（図５－１）
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（３）道路整備等による交通量の変化
　１）那覇空港自動車道の供用②

図５－２　沖縄自動車道・南風原道路
周辺の交通量の変化

②沖縄自動車道と並行する一般国道や那覇中心部と接続する路線の交通量が減少。　　
（図５－２）

注）グラフは上下両方向の交通量により作成
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（３）道路整備等による交通量の変化
　２）石川バイパスの供用

図５－３ 石川バイパス周辺のの交通量の変化

●石川バイパスの供用により一般国道３２９号（現道：図中③）の交通量がバイパスに転換
（図５－３）

注）グラフは上下両方向の交通量により作成

石川バイパス（図中の太線の区間） ：平成１７年４月４車線供用
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　３）ゆいレールの開業

図５－４ 那覇市内の交通量の変化

●沖縄都市モノレール「ゆいレール」の開業により、那覇市内におけるゆいレール周辺道路の
交通量が減少傾向。（図５－４）

注）グラフは上下両方向の交通量により作成
沖縄都市モノレール「ゆいレール」：（図中の点線　　　）平成１５年８月開業
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